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【
記
念
放
流
行
事
】

○
日
時

平
成

年

月

日
（
日
）

24

10

28

時
～

時

14

15

○
場
所

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
護
岸

【
２
０
１
２
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ
ア
＆
海
づ
く
り

フ
ェ
ス
タ
】

○
日
時

平
成

年

月

日
（
土
）・

日
（
日
）

24

10

27

28

９
時
～

時
16

○
場
所

熊
本
県
農
業
公
園「
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
」

○
入
場
料

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
先

第

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

33
熊
本
県
実
行
委
員
会
事
務
局

-
-

℡
０
９
６
３
３
３
２
４
５
９

１

住
宅
用

県
内
の
住
宅
に
、
①
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
、
②
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
等
、
③
蓄
電
池
・
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
・

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上
の
３
種
の
省

エ
ネ
設
備
等
を
導
入
さ
れ
、
省
エ
ネ
効
果
等
に
つ
い

て
県
に
御
報
告
い
た
だ
け
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

２

中
小
企
業
用

県
内
の
事
業
所
等
に
、
①
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
、

②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
、
③
蓄
電
池
・
地
中
熱
利
用
シ
ス

テ
ム
・
自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
い
ず

れ
か
１
つ
以
上
の
３
種
の
省
エ
ネ
設
備
等
を
導
入
※

さ
れ
、
省
エ
ネ
効
果
等
に
つ
い
て
県
に
御
報
告
い
た

だ
け
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

-
-

℡
０
９
６
３
３
３
２
３
２
０

第

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の

33
１
年
前
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

町・県民税第３期の納期限は10月31日（水）です。／高森町役場 税務課

熊
本
県
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
モ
デ
ル

導
入
補
助
金
の
申
し
込
み
受
付
中

補助金額新たに導入する
省エネ設備等の種類

補助内容

19万円①＋②＋③

17万円①＋③（②を導入済の場合）

17万円②＋③（①を導入済の場合）

15万円③（①、②を導入済の場合）

平成24年７月27日（金）～
平成24年12月28日（金）まで

※先着順になります
（補助予定件数：150件）

募集期間

補助率
（補助金額）

新たに導入する
省エネ設備等の種類

補助内容
３分の１
（上限200
万円）以内

①＋②＋③

①＋③（②を導入済の場合）

②＋③（①を導入済の場合）

③（①、②を導入済の場合）

平成24年７月27日（金）～
平成24年12月28日（金）まで

※先着順になります
（補助予定件数：35件）

募集期間



Publicinformation23

月
１
日
は
十
と
一
『
土
』
で
土
地
の
日
で
す
。

10
土
地
基
本
法
で
は
、
土
地
に
つ
い
て
の
４
つ
の
「
基

本
理
念
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

１

公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

２

計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大
切
で
す

３

投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ
ん

４

利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め
ら
れ
ま
す

土
地
の
有
効
利
用
を
住
民
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ

う
。

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
時
間
額

６
５
３
円
（
平
成

年

月
１
日
か
ら
）
こ
の
最
低

24

10

賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
熊
本
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

-
-

℡
０
９
６
３
５
５
３
２
０
２

あ
た
た
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
・
９
月

日
現
在
）

12

尾
下
老
人
ク
ラ
ブ
は
ま
と
こ
会

甲
斐
昭
一
、
高

野
病
院
、
高
森
町
飲
食
店
組
合
、
田
上
由
紀
、
阿
蘇

消
防
職
員
研
究
会
、
在
熊
阿
蘇
高
森
会
・
古
庄
孝
昭

ご
存
じ
で
す
か

月
は
土
地
月
間

10

社会のさまざまな分野で顕著な功績を挙げ
た方に授与される「旭日単光章」を甲斐強さ
ん（津留・下町）が受章されました。９月７
日、役場町長室において伝達式が行われ、家
族の方や草村町長とともに受章を喜びました。

甲斐 強さん（津留・下町）
が旭日単光章を受章

○日 時
11月17日（土）から18日（日）
13時集合
○参加費
男性 6,000円（１泊２食付）
女性 5,000円（１泊２食付）
○対象者
高森町内在住の独身男性（20歳以上）
高森町内外在住の独身女性（20歳以上）

■お問い合わせ先
湧あい世話やき隊
℡0967-62-2158
taka-sha@arion.ocn.ne.jp

あか牛ＢＢＱ＆
パワースポット巡り

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

使
用
者
も
、
労
働
者
も

参参加者募参加者募集集

婚婚活活
イベンイベントト

参参加者募参加者募集集

婚婚活活
イベンイベントト

九
州
北
部
豪
雨
災
害
へ
の
義
援
金
・

見
舞
金
を
い
た
だ
い
た
方
々
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今
年
で

回
目
と
な
る
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」。

23

高
森
寮
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
豪
華
ゲ
ス
ト
の
出
演
、

地
元
出
演
者
の
元
気
な
出
し
物
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日
時

月

日
（
日
）
午
前

時
～
午
後
３
時
、

10

14

10

入
場
無
料

○
場
所

高
森
寮

■
お
問
い
合
わ
せ
先

障
が
い
者
支
援
施
設

高
森
寮

-
-

℡
０
９
６
７
６
２
１
７
８
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
来
春
３
月
に
高
校
を
卒
業
す

る
生
徒
の
た
め
の
求
人
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
高

校
３
年
生
の
就
職
活
動
は
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
、
９

月
５
日
よ
り
求
人
が
出
て
い
る
企
業
へ
の
生
徒
達
の

応
募
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
高
卒
者
向

け
求
人
が

年
前
の
約
２
割
程
度
に
落
ち
込
み
、
さ

20

ら
に
は
本
年
７
月

日
に
発
生
し
ま
し
た
北
部
九
州

12

集
中
豪
雨
に
よ
り
、
例
年
以
上
に
厳
し
い
求
人
状
況

で
す
。
生
徒
た
ち
の
大
半
は
「
阿
蘇
に
残
っ
て
地
元

で
働
き
た
い
」
と
希
望
し
て
お
り
ま
す
が
こ
の
ま
ま

で
は
応
募
す
る
求
人
も
な
く
、
や
む
な
く
県
外
等
へ

就
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
生
徒
が
地
元
で
就
職
で
き
る
よ
う
に
高
校

生
対
象
の
求
人
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
求
人
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
の
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

℡
０
９
６
７
‐
２
２
‐
８
６
０
９

す
べ
て
の
事
業
主
は
、
法
定
雇
用
率
以
上
の
割
合

で
障
害
者
を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
（
障
害
者

雇
用
率
制
度
）。
こ
の
法
定
雇
用
率
が
、
平
成

年
25

４
月
１
日
か
ら
以
下
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
事
業

主
の
皆
さ
ま
は
、
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
法
定
雇
用
率
の
変
更
に
伴
い
、
障
害
者
を

雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
主
の
範
囲
が
、
従

業
員

人
以
上
か
ら

人
以
上
に
変
わ
り
ま
す
。

56

50

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局

-
-

℡
０
９
６
２
１
１
１
７
０
４

第

回

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

23高
森
寮

in

来
春
高
校
を
卒
業
す
る
生
徒
た
ち

の
求
人
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

国民健康保険税第６期の納期限は10月31日（水）です。／高森町役場 健康推進課

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
障
害
者
の

25

法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

▲昨年のふれあいフェスタのようす

事
業
主
区
分

民
間
企
業

国
、
地
方
公
共

団
体
等

都
道
府
県
等
の

教
育
委
員
会

法
定
雇
用
率

現
行

１
・
８
％

２
・
１
％

２
・
０
％

平
成

年
25

４
月
１
日
以
降

２
・
０
％

２
・
３
％

２
・
２
％
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最
近
、
熊
本
県
下
に
お
い
て
、
複
数
の
催
眠
商
法

に
よ
る
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

催
眠
商
法
と
は
、
チ
ラ

シ
な
ど
で
人
を
呼
び
込
ん

だ
後
、
締
め
切
ら
れ
た
会

場
内
に
お
い
て
、
無
料
あ

る
い
は
た
だ
同
然
で
食

品
・
日
用
品
な
ど
を
配
り
、

冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い

高
揚
し
た
雰
囲
気
の
中
で

高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け

る
商
法
で
す
。

催
眠
商
法
の
手
口
は
、
①
景
品
の
無
料
配
布
券
や

安
売
り
の
チ
ラ
シ
を
配
り
、
期
間
限
定
の
会
場
に
人

を
集
め
る
、
②
食
品
や
日
用
品
等
の
安
い
品
物
（
パ

ン
、
卵
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
）
を
タ
ダ
同
然

で
配
り
、
熱
狂
的
な
雰
囲
気
を
作
り
出
す
、
③
「
こ

の
○
○
が
、
通
常
価
格
の
半
額
！
」
な
ど
と
言
い
、

高
額
な
商
品
（
布
団
類
、
健
康
器
具
、
健
康
食
品
な

ど
）
の
勧
誘
・
販
売
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

○
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は

・
安
易
に
会
場
に
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

・
会
場
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
品
物
を
も
ら
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！
タ
ダ
よ
り
高
い
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
本
当
に
必
要
な
商
品
な
の
か
よ
く
考
え
て
契
約
し

ま
し
ょ
う
！

○
も
し
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
ら

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
解
除
）
や
契
約
の
取
消
し
が

可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
契
約
の
内
容
に
納
得
が

い
か
な
い
と
き
は
、
あ
き
ら
め
ず
に
ま
ず
は
役
場
な

ど
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
役
場

政
策
推
進
課

消
費
者
行
政
担
当
係
（
内
線
１
５
２
）

法
テ
ラ
ス
高
森
法
律
事
務
所

-
-

℡
０
５
０
３
３
８
３
０
４
６
９

ず
る
ば
か
り

議
事
録
は
書
か
ん
で
お
こ
う

見
よ
う
見
ま
ね

芸
は
盗
め
て
言
わ
し
た
つ

し
ょ
う
こ
つ
な
し

長
男
が
墓
守
り
せ
に
ゃ
ん

節
電
で

行
水
の
湯
が
沸
く
盥

見
よ
う
見
ま
ね

孫
が
杖
つ
き
腰
曲
ぐ
る

暑
か
な
ァ

水
に
梅
干
し
離
さ
れ
ん

我
慢
し
て

正
座
し
て
た
ら
立
ち
き
ら
ん

無
礼
千
万

俺
が
歌
う
と
皆
笑
う

ず
る
ば
か
り

ま
と
も
に
勝
負
し
て
み
ん
か

見
よ
う
見
ま
ね

い
つ
し
か
義
母
の
味
に
な
り

我
慢
し
て

上
着
は
兄
の
名
前
入
り

星
月
夜
家
の
中
に
も
風
の
道

玄
関
に
人
声
す
る
や
夏
着
着
る

根
子
岳
を
怒
り
狂
わ
す
文
月
雨

ふ

づ
き

被
災
地
の
荒
れ
た
る
郷
に
舞
う
と
ん
ぼ

阿
蘇
五
岳
朝
な
夕
な
に
霧
纏
い

ま
と

奥
阿
蘇
に
風
を
さ
そ
い
て
曼
珠
沙
華

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

俳

句
（
河
原
す
す
き
の
句
会
）

市
原

正
成

岡
本

琴
司

桐
原

白
酔

後
藤

愛
子

後
藤

信
子

佐
藤
多
可
雄

箸
本
き
み
子

藤
本

無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺

雲
海

瀨
田

博

後
藤

法
龍

岩
下

京
子

本
田

訓
子

本
田

初
雄

森

政
隆

悪
徳
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い


